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津 南町森林組合

芦ヶ崎団地　主伐再造林現場

代
表
理
事
組
合
長
　
涌
井 

　
九
八
郎

線
状
降
水
帯
だ
異
常
気
象
だ
と
毎
日
報
道
さ
れ
な
い
日
が
無

い
ほ
ど
地
球
の
温
暖
化
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

は
当
地
に
お
い
て
も
米
の
品
質
低
下
や
全
国
の
漁
場
で
今
ま
で

採
れ
て
い
た
魚
が
採
れ
な
い
な
ど
私
達
の
食
に
も
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
津
南
に
は
待
ち
に
待
っ
た
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
畑
の
開
園
や
津
南
な
ら
で
は
の
美
味
し
い
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
も
シ
ー
ズ
ン
真
っ
最
中
で
す
。

組
合
経
営
に
つ
い
て
は
円
安
を
主
な
原
因
と
し
て
、
止
ま

ら
な
い
原
材
料
の
値
上
が
り
と
物
流
費
、
重
油
等
の
化
石
燃

料
及
び
電
気
料
の
高
止
ま
り
は
昨
年
以
上
に
経
営
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

一
方
で
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
Ｃ
Ｏ

²
の
削
減
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
組
合
事
業
の
中
で
は
二
〇
二
二
年
二
五
八
五
ｔ

の
Ｃ
Ｏ

²
を
排
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
組
合
目
標
と
し
て
二
〇

三
〇
年
に
は
二
一
四
五
ｔ
に
削
減
す
る
計
画
で
す
。
売
り
上
げ

百
万
円
に
対
し
一
・
四
〇
五
ｔ
か
ら
〇
・
九
三
三
ｔ
へ
と
三

十
四
％
の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
の
集
約
化
や
効
率
的

な
事
業
運
営
に
加
え
て
化
石
燃
料
か
ら
一
部
バ
イ
オ
マ
ス
化
に

も
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
行
政

機
関
か
ら
の
絶
大
な
支
援
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
一
方
で
県
内
森
林
組
合
で
は
唯
一
、
森
林
整
備
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在

一
八
八
八
ｔ
の
Ｃ
Ｏ

²
削
減
分
を
保
有
し
て
お
り
、
こ
の
販
売

収
益
で
町
内
森
林
整
備
の
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月
二
十
六
日
㈯
に
は
第
三
回
広
葉
樹
植
林
、
十
一

月
二
日
㈯
に
は
森
林
ま
つ
り
を
開
催
予
定
で
す
。
暑
い
夏
を
乗

り
越
え
組
合
員
・
町
民
各
位
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

夏
を
迎
え
て
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第20期 総代決定! 今年の８月７日をもって第19期の当組合総代の任期が終了
し、８月８日より第20期の総代が就任されました。３年間、
ご指導・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。（敬称略）

【 下 船 渡 区 】　
大割野	 島 田 義 道
	 高 橋 　 司
	 桑 原 義 宗
	 風 巻 良 夫
	 桑 原 信 一
	 山 本 龍 徳
	 涌 井 政 治
	 阿 部 政 輝
陣場下	 瀧 澤 良 雄
	 石 橋 直 和
	 根 津 長 徳
割野	 大 平 政 栄
	 石橋　亮一
	 丸山　敦史
	 板場 冨士重
美雪町	 山 本 芳 雄
正　面	 藤ノ木 正人
	 太 田 弘 巳
	 久保田 利昭
	 藤ノ木 忠夫
	 津 端 正 幸
	 山 岸 　 修
上　段	 村 山 伸 介
	 中 澤 　 寛
	 根津 美智雄
	 中 澤 繁 夫
十二ノ木	 村 山 郁 夫
	 吉野　知実
	 桑 原 富 夫
下船渡本村	 村 山 忠 夫
卯之木	 宮 澤 嘉 孝
	 宮 沢 政 典
	 石 澤 　 久
	 宮 沢 　 清
	 宮 沢 保 則
駒返り	 石 沢 　 修
	 石 澤 文 夫
貝　坂	 桑 原 卓 也
	 大 島 　 実
	 桑 原 義 孝
	 桑 原 　 進
	 桑 原 光 國
	 桑 原 重 和

　　　　（43 名）

中深見	 中 澤 晴 夫
	 中 澤 敏 治
　	 反り目 忠夫
船　山	 藤ノ木 松夫
	 桑 原 弘 光
	 樋口　紘一
	 藤ノ木 　勇
	 福 原 利 匡
	 桑 原 光 正
船山新田	 根 津 千 里
	 鈴 木 　 大
堂　平	 藤ノ木 正喜
　	 中 田 正 仁
源内山	 山 田 　 晋
所　平	 山 田 正 隆
	 山 田 隆 栄
	 桑 原 政 幸
	 山 田 有 二
大　場	 藤ノ木 正明
米　原	 大 口 岩 男
	 藤 木 正 光
	 大 口 英 一
	 大 口 　 淳

　　　（23名）

秋　成	 藤ノ木 正人
	 桑 原 孝 司
反里口 	 桑 原 裕 二
	 藤ノ木 浩子
	 藤ノ木 　弘
	 桑 原 啓 二
	 桑 原 博 見
	 樋 口 　 浩
	 桑 原 勝 久
	 渡 邉 信 一
太田新田	 藤ノ木 輝夫
	 髙 橋 壽 光
	 藤ノ木 　昇
	 藤ノ木 康子
	 関 原 武 則
見　玉	 髙 橋 利 文
	 渡 邊 　 修
	 髙 橋 拓 也

穴　藤	 涌 井 光 男
秋成逆巻	 吉 野 　 徹
見倉清水川原	山 田 幸 作
結　東	 山田 佐喜雄
	 滝 沢 章 一
	 山 田 憲 一
前　倉	 阿 部 利 昭
大赤沢	 石 澤 敏 博
	 石 澤 　 哲

　（27名）

小下里	 城 沢 誠 一
反　里	 本 山 　 賢
	 石 田 一 博
	 本 山 　 実
芦ヶ崎	 内山　幸和
	 内山　茂夫
	 小 島 信 愛
	 小 島 和 浩
	 村山　政広
	 小 林 新 一
	 小島　光夫
赤　沢	 草 津 　 進
	 滝 澤 茂 光
	 関 谷 貞 夫
	 阿部　昌平
	 滝 沢 一 樹
	 根 津 勝 幸
谷　内	 内 山 一 治
	 藤 木 　 武
	 藤 木 寿 一
　岡　　藤 木　　稔
	 藤 木 　 巌
	 涌井 フサエ
相　吉	 鈴 木 耕 治
	 金 子 栄 子
	 山 崎 富 健
	 涌 井 　 靖
	 金 子 新 吉
城　原	 樋 口 　 修
	 金子　圭男
	 桑 原 　 司
中　子	 半 戸 伸 幸
	 半 戸 郁 夫

	 麻 績 義 一
	 山 本 光 一
	 藤木 十一郎

　（36名）

上　野	 山 本 英 明
	 石 澤 雄 太
	 石 澤 正 美
田　中	 柳 沢 　 博
	 清 水 　 修
	 清 水 　 孝
穴　山	 若 井 栄 一
	 髙 波 覚 栄
足　滝	 小 林 　 修
	 小 林 正 美
寺　石	 涌 井 博 行
	 涌井 荘七郎
	 涌 井 　 優
越　手	 久保田 一郎
	 久保田 紘一郎
羽　倉	 久保田 申一
	 久保田 茂治
	 久保田 政利
灰　雨	 津 端 茂 友
今　井	 上 村 勝 治
大井平	 保 坂 晃 久
	 江 村 良 典
	 河 田 秋 夫
	 保 坂 要 一
	 江 村 宏 臣
	 江 村 公 敏
亀　岡	 八重沢 敏明
	 石 澤 勇 作
	 河 田 　 哲
子　種	 江 村 　 仁
	 橋 野 英 之
宮野原	 島 田 福 章
	 森 口 敬 造
	 涌 井 武 徳
	 島 田 　 涼
	 中 村 　 宏
朴木沢	 半 戸 淑 朗
	 半 戸 　 裕
小　池	 中 島 一 具

	 村 山 俊 郎
下加用	 村 山 真 二
上加用	 冨 澤 　 信
	 大 関 修 二
百ノ木	 鳴 海 文 男
出　浦	 惣 山 修 司

　（45名）

押　付	 瀧 澤 一 雄
小　島	 池 田 了 二
	 髙 橋 賢 治
	 髙 橋 克 英
	 涌 井 芳 郎
巻　下	 江 村 利 男
	 滝 沢 龍 一
外　丸	 福 原 康 雄
	 福 原 光 夫
	 福 原 真 一
	 津 端 賢 二
	 福 原 市 正
	 福 原 　 忠
	 福 原 誠 二
	 福 原 清 一
	 福 原 　 実
	 篠 原 浩 一
	 丸 山 政 友
辰ノ口	 小野塚 正直
	 小野塚 幸一
	 板 場 昌 二
	 樋 口 重 雄
	 髙 橋 寿 彦
鹿渡新田	 石 澤 義 憲
鹿　渡	 恩 田 朝 夫
	 丸 山 武 正

　（26名）

総 代 　 2 0 0 名

下船渡区下船渡区下 船 渡 区

芦 ケ 崎 区

上 郷 区

外 丸 区

中 深 見 区

秋 成 区
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90ml
噴射距離 6.3m
3,550円（税込）

140ml 
噴射距離 6.6m
5,940円（税込）

260ml
噴射距離 11m
14,300円

（税込）

目撃情報も増えてきました。もしもの備えに！
森林部購買担当までご連絡下さい。

安全第一に、メリハリを付け作業を進めていきます。
100 年後に繋がる仕事になりますので、現場作業員は技
術を惜しみなく発揮します。また、残業、休日出勤も無
く年間休日 113 日とプライベートな時間も確保できます。

  8:00 出　勤

10:00 休　憩

12:00 昼休み

13:00 作業再開

15:00 休　憩

17:00 帰　組

17:30 退　勤

　今回は当組合の山林技術員の１日をご紹介したいと思います。
大変なイメージがあるかもしれませんが、実際は残業等は無く休
憩などもしっかりあります。

朝全員で集まり、当日作業の内容や危
険個所等についてミーティング。

気持ちを切り替え午後の作業
開始です。

小休止。夏の暑い時期や作業内容に
よっては休憩頻度は多くなります。

しっかりと水分・塩分補給を
行います。

車内や休憩所などで昼休憩。昼寝をし
て午後の作業に備えます。

この時間を目処に帰って来られるよう
に現場を切り上げます。
当日・明日の作業について打合せ。

山林技術員のスケジュール

クマスプレークマスプレー販売販売

各現場へ

作業

作業

熊に
備えろ !
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　昨年よりキクラゲの菌床販売を始めました。今
年も大勢の皆様からご購入いただいております。
　今年も収穫できたよー‼との声も続々と届いて
います。キクラゲはとても栄養価の高い食べ物で
す。キクラゲで津南の暑い夏を乗り切りましょう。
　今回はキクラゲの栄養や保存方法について、ご
紹介させて頂きます。

カルシウム
骨粗しょう症を
予防し骨や歯を
丈夫にします

Βグルカン
免疫力を高め
る効果も期待

できます

ビタミン D
カルシウムの

吸収を
助けます

食物繊維
便秘の解消や
腸内環境を
整えます

カリウム
むくみや

高血圧の予防
します

鉄
貧血を予防し、
疲労感の解消も
期待できます

キクラゲは栄養が
たっぷり

新しい仲間が加わりました
　特産部では外国人雇用について昨年 12 月より取組を始め、ようやく
インドネシアから３人の仲間が加わりましたので紹介します。先ずは、
ご紹介を頂いた「JI グローバルライフ合同会社」様が写真の両サイドの
方です。右の女性が代表、左が営業の方になります。代表は尊敬する日
本人の振る舞い、考え方、勤勉さをインドネシアの方に身に着けていた
だき、祖国であるインドネシアに持ち帰り広めてくれる事が代表の願い
との事で、写真中央の３名の女性をご紹介して頂きました。
　この 3 人の女性はとにかく素敵な笑顔で、礼儀正しく、どんな事に
も興味を持つ積極的な女性（踊りも完璧に覚え津南まつり民謡流しに参
加しました！）そして、各工場の検品梱包に配属ですが、検品の資料を
家に持ち帰り勉強をするほどの勉強熱心なところにも驚きました。おそ
らく、早く仕事を覚えて頼りになりたいと思っているのではと思います。
そんな３人の思いを無駄にする事のないように環境作りをしていく事が
必要だと考えています。町で困っていたら助けてあげてください。ゆっくりお話をすると日常会話は理解
できます。よろしくお願いいたします。

　津南まつりの民謡流しに参加しました。
ニューフェイスさんからベテランさんま
で、総勢 24名。晴れ男、晴れ女のおか
げで無事踊りきることができました。

　国道をきれいに！
　毎年春と夏の 2 回、クリーン活動を
行っています。就業後、役職員が一緒
に美化意識を高めるために行っており
ます。
　これからも美化に努め、役職員一丸
となり進めていきたいと思います。

食べやすい大きさ
にカットし日当たり
が良く風通しの良
い場所で重ならな
いように干します。

【保存期間】
高温多湿を避け1年

食べやすい大きさ
にカットしお好み
で30秒程度下茹
でをしラップや袋
にいれて冷凍保存
します。
【保存期間】
１～ 2ヶ月

軽く表面の水分を
ふき取り乾燥しな
いようにラップや
袋にいれて冷蔵で
保存します。

【保存期間】
１週間程度

●
き
の
こ
部
●

特産部に

津南まつり! !

クリーン活動

3 乾燥保存2 冷凍保存1 冷蔵保存

　　　キクラゲの保存方法
下処理…良く水洗いをし、石づきをカットする



賀
川
豊
彦
の
活
動
と
組
合
組
織
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協同組合の中心思想

　

前
号
に
続
い
て
賀
川
豊
彦
に
つ
い

て
記
載
し
ま
す
。

　

賀
川
の
活
動
履
歴
や
思
想
は
と

て
も
紙
面
に
載
せ
き
れ
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賀
川
が
基
礎
を

作
っ
た
協
同
組
合
に
は
現
在
延
べ

一
億
五
百
万
人
が
組
合
員
と
し
て
加

入
し
、
業
種
は
農
林
水
産
業
・
購
買
・

金
融
・
共
済
・
就
労
創
出
や
福
祉
・

医
療
・
住
宅
等
々
多
岐
に
わ
た
る
と

と
も
に
、
事
業
収
益
は
三
十
五
兆
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

彼
は
ス
ラ
ム
街
で
の
救
済
か
ら
始

ま
り
、
関
東
大
震
災
で
も
罹
災
者
の

救
済
・
救
貧
の
中
心
と
な
り
、「
罹

災
者
の
眼
と
な
り
・
耳
と
な
り
・
口

と
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

彼
が
最
初
に
立
ち
上
げ
た
の
は
今
の

生
活
協
同
組
合
の
前
身
と
な
る
神
戸

消
費
組
合
で
あ
り
、
の
ち
の
神
戸
灘

生
協
、
今
は
コ
ー
プ
神
戸
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

以
下
は
賀
川
が
中
心
と
な
り
立
ち

上
げ
た
事
業
や
組
合
に
つ
い
て
順
不

同
で
記
載
し
ま
す
。

農
民
運
動
―
農
民
組
合
―
日
本
農
民

組
合　

新
潟
県
の
農
民
組
合
活
動
に

も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

農
村
救
済
―
リ
ズ
ム
時
計
・
高
崎
ハ

ム
・
雪
印
乳
業
設
立

農
村
産
業
組
合
―
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会　

漁
業
組
合
―
全
国
漁
業

協
同
組
合
連
合
会

消
費
組
合
―
学
生
生
協
含
む
各
消
費

組
合
―
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会

医
療
利
用
組
合
―
新
潟
県
他
各
県
厚

生
連
―
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

農
業
共
済
事
業
―
全
国
共
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会　

共
栄
火
災
海
上
保

険
相
互
会
社

労
働
者
共
済
―
全
国
労
働
者
共
済
生

活
協
同
組
合
連
合
会
（
全
労
済
）

労
働
者
金
融
―
労
働
金
庫

　

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か

く
物
凄
い
組
織
設
立
を
起
草
し
立
ち

上
げ
、
多
く
の
人
に
働
き
か
け
、
全

国
を
隈
な
く
歩
き
訴
え
か
け
、
し
か

も
膨
大
な
小
説
や
論
考
を
書
き
上
げ

た
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ー
に
は
驚
嘆
す

る
の
み
で
す
。　

　

近
年
、
持
続
可
能
な
開
発
及
び
社

会
の
構
築
を
目
指
し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
社
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
賀
川
は
百
年
近
く

前
か
ら
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
先
駆
け
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
組
合
事
業
に
関
わ
る
者
も
、

日
々
追
わ
れ
る
経
済
活
動
だ
け
に
捉

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
時
に
は
賀
川
豊

彦
の
精
神
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
書
は
一
九
五
四
年
「
協
同

組
合
の
中
心
思
想
」
と
し
て
賀
川
が

揮
毫
し
た
も
の
で
す
。
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K o u h o u  S h i n r i n

とが少なくなりましたが、かつてはシイタケ
の次に栽培きのことして市場に出たきのこで、
ホダ木での栽培も容易です。

二つ目のきのこはクリタケです。私は子供
の頃からアカッポと呼んでいました。かつて
薪炭用に雑木を切っていた時代、数年後には
その切り株周辺から大きな株になって至る
所に生えており、最も一般的なきのこでし
た。みそ汁にも煮物にも酢の物にも大根おろ
しと和えても美味しく歯触りも最高です。昭
和 30 年前後冬場には父が竹細工をしていた
関係で竹を切るため山に入る度このクリタケ
を採ったものです。

今は薪炭林として雑木林を切ることが無く
なったため、きのこも生えず滅多に見ること
ができません。

<その６> ヒラタケ・クリタケ

今回はまた食用
きのこに戻ります。
先ずヒラタケです
がこの地域ではワ
カイとも呼び、広
葉樹の枯れ幹に重
なり合って生えま
す。特にブナに多
く発生し雪消えか
ら降雪後まで真夏
を除いて毎月のように発生をみることがあり
ます。春に出るきのことしてはこのヒラタケ
やシイタケ・ナラタケ（後編で）等がありま
すが、春ネマガリタケ採りで山に入った折こ
のヒラタケも大量に採れたことが何回かあり
ました。タケノコ汁に入れても最高です。

このヒラタケは栽培もされています。現在
はエノキタケ・マイタケ・ナメコ・エリンギ・
ブナシメジ等に押されてスーパーでも見るこ

きのこ編

職 員 募 集

津南町森林組合で　　　　
一緒に働いてみませんか！

・森林部 ・きのこ部
・特産部

工場見学できますのでお気軽に
ご連絡ください。

総務部 金澤まで TEL025-765-2510

　暑い夏、いかがお過ごしで
しょうか。
　今年の夏は、観測史上最も暑
くなった昨年に匹敵する暑さとなる可能性があるそ
うですね。気象庁によると、太平洋高気圧とチベッ
ト高気圧が上空で重なり合う“ダブル高気圧”によ
り、35 度以上の猛暑日が続いたり、地域によって
は 40 度前後の酷暑になる恐れがあるとのこと。暑
い期間が長くなるようです。
　皆様、体調管理には十分お気をつけて、良い夏を
お過ごしください。

第３回森林まつりを開催いたします。
今年も様々なイベントを計画しております。
皆様のご来場を心よりお待ちしております！

令和６年
10月26日土（予定）

令和６年
11月2日土（予定）

森森林林まつまつりり


